
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T3014 

令和５年度 工業科 

 

教科 工業科 科目 (学)チャレンジ 単位数 ４単位 年次 ２年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・急速に発展する情報化社会、工業技術に対応した知識・技術の向上を図るとともに産業関係の資格取

得をめざしましょう。 

・AutoCAD を使用して、CAD システムの知識、概念を座学と実習を通して理解しましょう。 

・各種工業資格の学習に取り組むことで、技術者として、技術・技能と資質を習得しましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・AutoCAD を使用して、CAD システムの知識、概念を座学と実習を通して理解させると共に機械製

図の知識や活用能力を習得する。 

・丙種危険物取扱者、計算技術検定４級、ＱＣ検定４級等と同等レベルの課題に取り組むことで、もの

づくり技術者として、技術・技能と資質を習得する。 

（1） ２次元ＣＡＤ製図の操作や運用に関して理解するとともに、関連する知識及び技術を身に付

けるようにする。 また、各種工業資格に関する知識を習得する。 

（2）２次元ＣＡＤ製図の技術及び操作に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づ

き工業 技術の進展に対応し解決する力を養う。 また、資格学習で習得した知識を使って主

体的に考え工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

（3）２次元ＣＡＤ製図の技術の向上と資格取得をめざして自ら学ぶ意欲的な探究心と工業技術の

発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

機械製図、二次元 CAD製図 

の操作・運用を踏まえて理 

解するとともに、関連する 

知識及び技能を身に付けて 

いる。また、各種工業資格 

に関する知識を習得してい 

る。 

機械製図、CAD製図に関する 

課題を発見し、技術者として 

科学的な根拠に基づき技術の 

進展に対応し解決する力を身 

に付けている。また、資格学 

習で習得した知識を使って主 

体的に考えて判断している。 

機械製図、CAD 製図の技術の

向上と資格取得をめざして自

ら学ぶ意欲的な探究心と工業

技術の発展に主体的かつ協働

的に取り組む態度を身に付け

ている。 



 

※令和４年度以降入学生用 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前

期・

後

期 

２

次

元

Ｃ 

Ａ

Ｄ

製

図 

・２次元CADの基本的な
構成と機能 

・ハードウエアの構成 

・ソフトウェアの機能 

・セキュリティ対策 

・知的財産保護 
・各コマンドの操作練習 

・各修正コマンドの練習 

・CAD による投影図の作

成 

・文字記入と寸法記入の

練習 

・CAD 製図 

 

 

 

a: 基礎・基本的な知識・技

能を身に付け CAD製図の意

義や役割を理解し、適切な

作業ができる。 

 

b: 場面ごとに使用するコマ

ンドを考え主体的に作図

する力を身に付けている。 

 

c: 課題に対して関心を持ち 

 取り組むことができる。 

・提出物 

・学習状

況の観察 

・作品 

 

・学習状

況 の 観

察 

・作品 

・自己評

価 

 

・提出物 

・ 学習状

況の観察 

・作品 

・ 自己評

価 

 

 

各
種
工
業
資
格 

・ＱＣ検定４級 

・計算技術検定４級 

・丙種危険物取扱者 

 

a: ワークシートを通して理

解することができる。 

 

b: 計算などで答えを導き、

発表することができる。 

 

c: 課題に対して粘り強く取 

 り組むことができる。 

・提出物 

・考査 

・学習状

況の観

察 

・自己評

価 

 

・提出物 

・学習状

況 の 観

察 

・ 自己評

価 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度        
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